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「海中度御」 蒲郡市三谷町（みや）で行われる三谷祭

りです。八剱神社から若宮神社の大祭に山車（やま）が

海の中を渡る行事です。威勢のいいかけ声に合わせ、

約３００ｍの海の中、山車の上では笛の音が響きます。 

日本でも山車が海の中に入るのは珍しい様です。  

                   （撮影者 橋本武史） 

令和７年度 

高野山物故者慰霊祭 

10月10日に執り行われる 
21名の方々を合祀 

   

本
年
度
物
故
者
法
要 

南
院
に
て 

 
 

 

ご
遺
族
と
関
係
者 

香
を
手
向
け
る 

 

 

大霊園に移動 ミノルタ慰霊塔にて 

慰霊祭に28名が参列  

令
和
７
年
度
の
物
故
者
慰
霊
祭
は
10
月
10
日
（
金
）
、
高
野
山
大
霊
園
に
て

厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
台
風
22
号
が
南
方
海
上
を
通
過
し
た
影
響
で
、

長
く
続
い
た
暑
さ
も
よ
う
や
く
和
ら
ぎ
、
薄
曇
り
と
霧
雨
の
中
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。 

今
年
度
新
た
に
合
祀
さ
れ
た
方
々
は
21
名
で
、
こ
れ
ま
で
に
お
祀
り
し
た
物

故
者
は
６
７
１
名
と
な
り
ま
し
た
。
会
社
か
ら
は
遠
山
光
祐
様
（
人
事
部
秘
書

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）
、
戸
田
武
弘
様
（
関
西
支
社
長
代
理
）
、
労
働
組
合
か

ら
は
山
田
知
明
様
（
副
中
央
執
行
委
員
長
）
に
来
賓
と
し
て
ご
参
列
い
た
だ

き
、
ミ
ノ
ル
タ
千
代
光
会
会
長
の
今
井
裕
司
氏
を
は
じ
め
と
す
る
会
員
を
含
め

た
総
勢
28
名
で
の
慰
霊
祭
と
な
り
ま
し
た
。 

な
お
、
今
回
は
ご
遺
族
の
方
々
の
ご
都
合
が
つ
か
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
の
時
を
除

け
ば
初
め
て
の
ご
遺
族
不
在
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

午
前
11
時
よ
り
、
別
格
本
山
南
院
に
て
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
静
寂

な
本
堂
の
正
面
に
は
、
会
社
と
ミ
ノ
ル
タ
千
代
光
会
か
ら
の
供
花
が
一
対
、
そ

の
中
央
に
は
高
野
山
ゆ
か
り
の
高
野
槙
が
凛
と
生
け
ら
れ
て
お
り
、
厳
か
な
空

気
の
中
で
読
経
が
始
ま
り
ま
し
た
。
参
列
者
は
一
人
ひ
と
り
香
を
手
向
け
、
合

祀
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。 

内海住職よりご法話 

次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く 



○
会
員
の
皆
さ
ん 

 

高
野
山
へ
お
詣
り
の
節

は
南
院
へ
も
お
立
寄
り
下
さ
い
。 

 
 

千
代
光
会
か
ら
の
お
詣
り
と
お
伝
え
頂
け

れ
ば
過
去
帳
厨
子
も
拝
観
で
き
ま
す
。 

 
 

※
南
院
へ
は
高
野
山
駅
よ
り
バ
ス
に
乗
車 

 
 

金
剛
峯
寺
前
で
下
車
、
徒
歩
10
分
。 

 

※
ミ
ノ
ル
タ
慰
霊
塔
の
あ
る
霊
園
へ
は
、 

 
 

奥
の
院
前
で
下
車
。 

 
 

  

 

事
務
局
か
ら
お
知
ら
せ 

 

 お悔やみ申し上げます 

法
要
後
、
内
海
照
隆
住
職
よ
り
法
話
を
賜
り
ま
し
た
。
南

院
の
ご
本
尊
で
弘
法
大
師
御
作
と
伝
わ
る
浪
切
不
動
明
王
と

そ
の
御
詠
歌
『
あ
り
が
た
や 

生
死
苦
海
の
浪
風
を 

切
り
は

ら
い
た
ま
ふ 

智
慧
の
御
剣
』
に
触
れ
な
が
ら
、
「
人
生
に

は
病
気
、
天
災
、
事
件
・
事
故
な
ど
思
い
が
け
な
い
災
難
が

常
に
あ
る
が
、
私
た
ち
は
心
の
中
に
『
利
剣
（
智
慧
の

剣
）
』
を
持
ち
、
日
々
を
大
切
に
生
き
る
こ
と
が
長
寿
の
秘

訣
で
あ
る
。
」
と
の
お
話
が
心
に
深
く
残
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
一
同
は
高
野
山
大
霊
園
へ
移
動
し
、
こ
こ
で
多

く
の
会
員
も
加
わ
っ
て
、
正
午
よ
り
慰
霊
塔
前
に
て
ミ
ノ
ル

タ
物
故
者
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
南
院
の
三
人
の

僧
侶
に
よ
る
読
経
の
中
、
川
口
理
事
が
進
行
を
務
め
、
ま
ず

創
業
50
周
年
を
機
に
建
立
さ
れ
た
慰
霊
塔
の
趣
旨
『
先
賢
の

霊
に
捧
ぐ
』
が
三
原
理
事
に
よ
り
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
参
列
者
は
順
に
焼
香
し
、
物
故
者
を
偲
び
ま
し

た
。
そ
し
て
、
新
た
に
合
祀
さ
れ
た
21
名
の
名
板
が
、
縁
の

あ
る
参
列
者
の
手
に
よ
っ
て
慰
霊
塔
に
安
置
さ
れ
、
式
は
滞

り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。 

 

慰
霊
塔
前
で
の
記
念
撮
影
の
後
、
一
同

は
大
霊
園
入
口
横
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
楊

柳
」
へ
移
動
し
、
会
食
・
歓
談
が
行
わ
れ

ま

し

た
。
今

井

会

長

よ

り
「
創

業

者
・
田

嶋

一

雄
氏
が
、
会
社
を
去
っ
た
人
々
を

大
切
に
想
い
、
慰
霊
塔
を
建
立

し
、
こ
う
し
て
慰
霊
祭
を
続
け
て

い
る
こ
と
に
毎
年
深
い
感
銘
を
受

け
て
い
る
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。 

続
い
て
遠
山
様
よ
り
、
大
幸
社

長
か
ら
の
会
社
近
況
報
告
を
含
め

て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
今
井
会
長
の
献

杯
の
発
声
と
と
も
に
、
故
人
を
偲

び
な
が
ら
の
ひ
と
と
き
が
流
れ
、

会
は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

今
年
は
ご
遺
族
の
参
列
が
な

か
っ
た
た
め
、
恒
例
の
「
奥
の
院

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
」
は
実
施
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
個
別
に
周
辺
を

散
策
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
し

た
。 霧

雨
と
曇
天
の
中
な
が
ら
も
高
野
山
の
秋

の
気
配
を
感
じ
つ
つ
、
例
年
通
り
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
慰

霊
祭
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
遠
方
よ
り
ご
参
列
い
た
だ
い

た
皆
様
に
、
改
め
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

（
報
告 

理
事 

池
田 

誠
） 

167－2 

高野山  物故者慰霊祭  2025年10月10日(金)  

本年度合祀の方々（敬称略） 

沖嶋  嘉郎 稲垣 正太郎 河野 明雄 

井上 良也 泥 達郎 芳田 宗文 

河合 潔 中根 正文 倉本 善夫 

山本 正人 片山 功 小野 正晴 

岩井 学 平本 嘉男 中尾 房生 

中村 惠一 大橋  伸好 浦西 正治 

宮﨑 仁孝 衣笠 義晴 石倉 昌芳 

杉浦 利幸 2025年2月22日 

塚本 晴夫 2025年6月22日 

浦西 正治 2025年7月17日 

石倉 昌芳 2025年8月10日 

佐藤 宥樞 2025年8月25日 

稗田 義光 2025年9月1日 

中島 章浩 2025年9月29日 

熊谷 敏 2025年10月2日 

「50周年記念誌 寄稿文・写真・近況報告の募集」

を同封しています。 

今井会長 



み
ん
な
の
健
康
問
題
な
ど

本
当
に
時
間
を
忘
れ
た
懇

談
会
に
な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

関
東
の
現
状
問
題
や
今
後

の
課
題
な
ど
も
結
構
理
解

さ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
関
東
地

区
問
題
に
つ
い
て
の
大
き

な
判
断
が
近
づ
い
て
き
た

感
じ
が
す
る
懇
親
会
に
な

り
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 

 
 

関
東
地
区
代
表 

西 

則
光 

 

  
 

 
 

   

 

 

厳
し
い
猛
暑
も
や
っ
と
落
ち
着
き
関
東
地
区
の
懇

親
会
を
、
10
月
５
日
12
時
よ
り
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
の
品
川
大
飯
店
で
行
い
ま
し
た
。 

 

猛
暑
が
過
ぎ
た
と
い
え
暑
さ
が
残
る
中
、
理
事
を

含
め
10
人
で
の
会
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
一
人
欠
席

が
あ
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
少
な

い
会
員
数
の
中
で
の
10
人
で
す
。 

今
回
は
、
久
し

ぶ
り
の
珍
し
い
参

加
者
数
名
、
女
性

１
名
で
の
集
ま
り

と
な
り
ま
し
た
。 

廣
澤
理
事
の
進

行
で
、
久
し
ぶ
り

の
参
加
者
の
現
状

や
欠
席
者
の
状
況

な
ど
の
報
告
の
後

自
由
な
懇
親
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。

と
く
に
久
し
ぶ
り

の
参
加
者
に
は
関

心
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

参
加
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
な
ど
は
、
結
構
関

心
を
も
っ
て
皆
さ
ん
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

関
東
の
会
員
数
の
現
状
や
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
、

 

【会員状況】10月21日現在 

 関西地区〔457名〕 

 中部地区〔188名〕 合計〔699名〕 

 関東地区〔 54名〕  

 

理事会だより 
    

 ９月理事 

 ◇高野山慰霊祭について 

 ◇創立５０周年企画Pからの経過報告 

 ◇関西地区議題 

   ・秋の行事について 
 

  １０月理事会 

 ◇高野山慰霊祭報告 

 ◇高野山慰霊祭収支中間報告 

 ◇２０２５年度中間収支計算書報告 

 ◇創立５０周年企画Pからの経過報告 

 ◇関西地区議案 

  ・秋の行事について 

  ・２０２５年度中間収支計算書報告     

  

新入会員のお知らせ 
 

今回は該当の方なし 

  

おめでとうございます      □中 =中部地区会員 

        □東 =関東地区会員  
           無印=関西地区会員 

事務局からお知らせ 

対象者：8月6日から11月11日生まれの方 
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《
関
東
地
区
》 

 
 
 

 

10
月
５
日 

10
名
参
加 

  

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て 

＜古稀＞   

10月 沼田 俊郎   

＜喜寿＞   

８月 山本 萬千代 横溝 明俊□東 池内 康 

９月 横田 隆雄 田村 寛文 藩 修 

 村田 積義□中  白井 進 □中  

11月 竹崎 寿夫 木原 昭信□中  

＜傘寿＞   

８月 小川 考□中 安藤 裕□中 塩津 陽三 

 竹村 弘美   

９月 兼重 忠彦 山根 豊  

10月 郡 俊太郎 森田 喜巳男□東 小根山 司□東 

11月 中野 正美 池上 登 □東 大黒 卓雄 

＜米寿＞   

８月 竹内 淳一郎 尾張 乃生男  

９月 植田 納 牡丹 隆 安田 育弘 

10月 小田  義一 福田 和男 加藤 巌 

 清水 紀克□東 神保 勉  

＜卒寿＞   

８月 河野 道和 菱井 樟隆 村中 正雄 

 伊藤 卓□中   

10月 辻 四朗   


